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Hale v. Henkel事件判決ではこの法理論が企業の文書には適用きれないとした21)0 1927 
年の Marron机 UnitedS柏.tes事件判決は， Boyd判決は犯罪を遂行するために用いられ
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れた場所一一自宅を含む を捜査する権限を持っていた。 1932年の UnitedS出国v
Lefkowi包事件判決はこの権限を厳しく制限した。この事件では禁酒法時代のアルコール
飲料プローカーが自宅で逮捕された。捜査官はデスクの引き出しを捜査L，帳簿を押収
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とも Moorev. Dempsey判決や Brownv. Mississippi判決で用いられた，より緩やかな
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む警察による質問の問弁護人に同席してもらう権利があると判示した45)0 Escobedo v 九
Ilinois事件判決は，この権利は，起訴はまだだが逮捕された被告人に適用されると判
四
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た。 20世紀後半の重要な法的トレンドの lつは文言主義 (textualism) 法律と憲法
の条文はその文言以上のことを意味しないという理論ーーの台頭であった。この理論は，
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65) スタンツの人柄については，彼に献呈された Ha四町dLaw Review第124巻B号
1841頁以下 (2011)に掲載されている追悼文を参照されたい。なかでも，正しいこ
とを行うこと (doingthe right也ing)と良き人間であること (beinga good 
person)がスタンツの人格の根本にあったという指摘として.Carol Steiker， In 

























(この論文を基礎としてリヴァイズされた英語文献として， Takuya Katsuta. 
]apan's Rejection of the American Criminal Jury， 58 American Journa1 of 






結論を示Lている。 WilliamE. Nelson， The Lawfinding Power of Colonial American 








The Founding Revisited， 125 Harvard Law Review 544， 562-64 (2011) (re吋eWlOg
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